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字 X36 行設定 99 頁、参考文献表 10 頁、巻末資料 44 字 X44 行設定 54 頁)
本文は全 5 章からなる。第 1 章「ウィーンの鍵盤楽器製作家」では、 18 世紀末から 19 世紀初頭にかけてウィーン
で活動していたピアノ製作家に焦点をあて、ギルド制度における彼らの身分や工房の組織、師弟関係を概観している。




第 4 章「作品分析j では、作曲家と楽器との関わりが具体的に作曲や演奏実践の現場においてどのように作用してい





ァク・クリンスケールほかの文献に基づ、いて作成された 11800 年から 1833 年までのウィーンにおけるピアノ製作家
のリスト j である。ここには、 1 )宮廷ピアノ製作家、 2) 市民のピアノ製作家、 3) 特権取得のピアノ製作家、 4)
資格取得のピアノ製作家、 5) [以上の区分が記録上不可能な、身分不詳の]ピアノ製作家、 6) ピアノ職人、そし













している。しかしながら、本論文には、若干の短所もある。例えば、全体の 3 分の 1 ほどの分量を占める「巻末資料J
について、提示したのみで、その意味づけや今後の活用の可能性を示していないこと、重要な引用について邦訳文献
のみに頼って原典を参照していない箇所があること、身体性や身体感覚についてもっと掘り下げが必要であること等、
である。しかし、これらの問題は近未来のさらなる研究において解決が期待されうるものであり、音楽学にたいする
本論文のすぐれた貢献の意義を損なうものではない。よって、本論文を博士(文学)の学位を授与するのに充分な価
値を有するものと認定する。
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